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　毎年ノロウイルスが原因で、冬に嘔吐下痢症が流行します。ノロウイルスは非常に感染力の強い小型の球形ウイルスで、
わずかなウイルス量（10～100個程度）で感染します。感染者の嘔吐物やふん便中には、大量のウイルスが含まれています
（おう吐物、ふん便1g中に100万～1億個以上）。
　小さなお子さんやお年寄り、体力の落ちている人などが多く集まる施設内での集団感染には、十分に気をつけましょう。

・ヒトの腸管でのみ増殖する
・熱に強い：85℃～90℃で90秒以加熱
しないと死滅しない
・乾燥すると空気中に漂っている
（４℃：60日、20℃：３～４週間生存）
・アルコール消毒は、あまり効果がな
く、次亜塩素酸ナトリウム（漂白
剤）が効果的

絵：HANA

ノロウィルスの特徴
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どうやって感染するの？

　有効な抗ウィルス剤はありません
・体力の消耗に気をつけ、少量ずつこまめに水分補給
（スポーツドリンクや経口補水液）をします。
※一度に飲むと吐いてしまいます。
・無理に食事をとる必要はありません。無理な食事
は、胃腸の炎症を助長し、症状を悪化させます。
・脱水症状は放っておくと命に関わることがあります。
経口で水分がとれなければ病院受診が必要です。

下痢止めを服用しないこと。
腸内で増殖したウイルスが排泄され
ず、回復が遅れます。

①ノロウイルスに汚染された食品（生かきなどの貝類な
ど）を食べたとき 
②調理する人の手などを経てノロウイルスに汚染された食
品を食べたとき 
③発症した人の下痢便や嘔吐物の処理後、乾燥したウイル
スを吸い込んだとき

対　応

1.最も有効な予防方法は手洗いです。石鹸を使って
２度洗いし、充分すすぎましょう。
2.牡蠣など貝類の生食は、できるだけ避けましょう。
3.嘔吐物の処理にはマスクを着用しましょう。

予　防

消毒と処理方法

いつまでも　自分らしく　暮らしていくためにいつまでも　自分らしく　暮らしていくためにいつまでも　自分らしく　暮らしていくために
介護保険課地域包括ケア推進室  　32‐0526問 TEL

　介護保険課は、介護が必要になったときに本人や家族が介護について相談したり、要介護認定
の申請を受け付けたりしているところです。要介護認定とは、介護サービスを受ける時に必要な
介護度を判定するもので、審査会で決定されます。介護保険課はその要介護認定に関わるさまざ
まな事務手続きを行っています。
　また、介護保険料の計算や支払い、サービス事業者の方との連携。さらに介護に必要な住宅改
修費、福祉用具の購入に対する助成や高額になってしまう介護サービスに対する負担限度額の認
定や、高額介護サービス費への支援なども行っています。

相談窓口④ ～介護保険課～相談窓口④ ～介護保険課～
　今月号は、介護保険に関するさまざまな相談を受け付けている「介護保険課（　23‐7688）」を紹介
します。また、介護保険課では、介護予防の取り組みも行っていますのでそちらも紹介します。

介護保険課でやっていること

こんな時に介護サービスが介護を支えてくれます

●「家事や介護の手助けがほしい」⇒訪問介護（ホームヘルプ）、訪問入浴介護　など
●「外に出て、みんなと交流したい」「介護を離れて自分の時間を作りたい」
　⇒通所介護（デイサービス）、通所リハビリテーション（デイケア）、短期入所生活介護
（ショートステイ）　など

●「退院した後もリハビリを続けたい」「寝かせきりにしないためにリハビリを受けさせたい」
　　⇒訪問リハビリテーション、通所リハビリテーション（デイケア）　など
●「家庭で、医療のチェックを受けたい」　⇒訪問看護、訪問診療（居宅療養管理指導）　など
●「家庭で介護するために環境を整えたい」「生活用具を利用したい」
　　⇒住宅改修費の支給、福祉用具貸与・購入費の支給　など
　できる限り自立した生活ができるように、そして介護する人の負担をできるだけ軽くするため
に、「介護サービスを利用すること」を考えてみましょう。

　介護予防または介護を必要とする状態を遅らせるために、運動、栄養、口腔、認知などの
機能向上を図るための教室です。
毎週木曜日　午前９時30分～11時
老人福祉センター
介護予防体操（タオル体操、コグニサイズ、顔筋体操など）
健康づくりリーダー、レクリエーションリーダー、
管理栄養士、歯科衛生士、保健師など
タオル、水分、動きやすい服装
参加無料です。

　認知症のことを正しく理解し、運動、栄養、口腔から予防方法を学ぶ教室です。３回１
コースで午後１時30分～３時、新城・鳳来・作手各地区１カ所で実施します。
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【消毒液の作り方】 ※『酸素系』では効果がありません

ノロウイルス感染症

潜伏期間

特徴

経過

ウイルス排出

おもな症状

12～48時間

初症状：突然のおう吐が多い

症状消失後、7～10日

吐き気、おう吐、腹痛、下痢
発熱は軽度（37～38℃）

症状が1～2日ほど続いたあと、
自然に消失

TEL

介護予防をしませんか
■木曜塾

■認知症予防教室 ペットボトル500㎖

水
（水道水でも可）

（約10㎖）

家庭用塩素系漂白剤

ペットボトル
キャップ 2杯

①布やペーパータオルなどで
　外側から内側に拭き取る

②嘔吐物のあった場所と周囲を
　消毒液を染み込ませた布やペ
　ーパータオルなどで覆う

使用
したら

すぐにビニール
袋に入れて処分

③全体を
　水拭きする

④手袋は感染を広げ
　ないよう裏返しな
　がら外す。
　ハンドソープを使
　って手洗いを丁寧
　にする

２月は新城地区
（しんしろ福祉会館）で

実施します。


